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(57)【要約】
【課題】冬場に足のつま先が冷えることを防止できる長
靴を提供する。
【解決手段】長靴本体１の内部に、ソール壁部２とつま
先被覆部３を一体に備えた内装体４を取外し自在に収納
する。内装体４は、交換自在な冬用温感内装体と夏用冷
感内装体から成る。長靴本体１のつま先先端部７の最大
高さ寸法Ｈ１を、長靴本体１の前後中間部Ｍの最小高さ
寸法Ｈ０の 1.2倍以上 1.5倍以下に設定し、かつ、つま
先先端部７の最大幅寸法を、長靴本体１の前後中間部Ｍ
の最小幅寸法の 1.2倍以上 2.0倍以下に設定し、つま先
先端部７の内部空間８を膨出状とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長靴本体（１）の内部に、ソール壁部（２）とつま先被覆部（３）を一体に備えた内装
体（４）を取外し自在に収納したことを特徴とする長靴。
【請求項２】
　上記内装体（４）は、交換自在な冬用温感内装体（５）と夏用冷感内装体（６）から成
る請求項１記載の長靴。
【請求項３】
　上記長靴本体（１）のつま先先端部（７）の最大高さ寸法（Ｈ１）を、上記長靴本体（
１）の前後中間部（Ｍ）の最小高さ寸法（Ｈ０）の 1.2倍以上 1.5倍以下に設定し、かつ
、上記つま先先端部（７）の最大幅寸法（Ｗ１）を、上記長靴本体（１）の前後中間部（
Ｍ）の最小幅寸法（Ｗ０）の 1.2倍以上 2.0倍以下に設定し、上記つま先先端部（７）の
内部空間（８）を膨出状とした請求項１又は２記載の長靴。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、長靴に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、長靴はゴム又は樹脂から成る（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　しかし、冬場等に足のつま先が冷えるという欠点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平２０１２－３４７１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　解決しようとする課題は、冬場等に足のつま先が冷える点である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そこで、本発明に係る長靴は、長靴本体の内部に、ソール壁部とつま先被覆部を一体に
備えた内装体を取外し自在に収納したものである。
　また、上記内装体は、交換自在な冬用温感内装体と夏用冷感内装体から成るものである
。
　また、上記長靴本体のつま先先端部の最大高さ寸法を、上記長靴本体の前後中間部の最
小高さ寸法の 1.2倍以上 1.5倍以下に設定し、かつ、上記つま先先端部の最大幅寸法を、
上記長靴本体の前後中間部の最小幅寸法の 1.2倍以上 2.0倍以下に設定し、上記つま先先
端部の内部空間を膨出状としたものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の長靴によれば、冬場に足のつま先が冷えることを防止できる。また、夏場は、
涼しい長靴とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示す断面側面図である。
【図２】平面図である。
【図３】冬用温感内装体を示す斜視図である。
【図４】夏用冷感内装体を示す斜視図である。
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【図５】本発明の第２の実施の形態を示す断面側面図である。
【図６】冬用温感内装体を示す斜視図である。
【図７】夏用冷感内装体を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図示の実施の形態に基づいて本発明について詳説する。
　図１・図２は、本発明の第１の実施の形態を示し、この長靴は、長靴本体１の内部に、
ソール壁部２と周囲被覆部10を一体に備えた内装体４が取外し自在に収納される。周囲被
覆部10は、つま先被覆部３及びかかと被覆部11を含む。内装体４は、交換自在な冬用温感
内装体５（図３参照）と夏用冷感内装体６（図４参照）から成る。冬用温感内装体５は、
保温性の高い材料（断熱素材、保温素材）から成る。冬用温感内装体５は、例えば、ウー
ル、厚手の編地等から成る。夏用冷感内装体６は、例えば、樹脂又はゴムから成り、通気
性がある形状とするのが好ましい。
【００１０】
　つま先先端部７の内部空間８が膨出状とされる。具体的には、長靴本体１のつま先先端
部７の最大高さ寸法Ｈ１が、長靴本体１の前後中間部Ｍの最小高さ寸法Ｈ０の 1.2倍以上
 1.5倍以下に設定される。最大高さ寸法Ｈ１及び最小高さ寸法Ｈ０は、中央線Ｌ０上での
高さを言うものとする。最大高さ寸法Ｈ１が上記範囲にある場合、内装体４を適切に配設
することができる。最大高さ寸法Ｈ１が、最小高さ寸法Ｈ０ の 1.2倍未満の場合、内装
体４を収納することができない（内装体４の厚さが不十分になる）。最大高さ寸法Ｈ１が
、最小高さ寸法Ｈ０の 1.5倍を超える場合、不必要に内装体４の厚さを厚くしなければな
らない。
【００１１】
　さらに、長靴本体１のつま先先端部７の最大幅寸法Ｗ１が、長靴本体１の前後中間部Ｍ
の最小幅寸法Ｗ０の 1.2倍以上 2.0倍以下に設定される。最大幅寸法Ｗ１が、上記範囲に
ある場合、内装体４を適切に配設することができる。最大幅寸法Ｗ１が、最小幅寸法Ｗ０

の 1.2倍未満の場合、内装体４を収納することができない（内装体４の厚さが不十分とな
る）。最大幅寸法Ｗ１が、最小幅寸法Ｗ０の 2.0倍を超える場合、不必要に内装体４の厚
さを厚くしなければならない。 
【００１２】
　図５～図７は、第２の実施の形態を示す。内装体４が、ソール壁部２とつま先被覆部３
とから成る。その他の構成は、第１の実施の形態と同様である。
【００１３】
　なお、本発明は、設計変更可能であって、例えば、冬用温感内装体５のみを備えるも良
い。また、図示省略するが、冬用温感内装体５の下面側にカイロを挟んで履くように構成
するも良い。
【００１４】
　以上のように、本発明は、長靴本体１の内部に、ソール壁部２とつま先被覆部３を一体
に備えた内装体４を取外し自在に収納したので、内装体４の種類を選択することにより、
つま先を温かくする冬用としたり、つま先を冷やす夏用とすることができる。また、内装
体４を取外して洗うことができる。
　また、内装体４は、交換自在な冬用温感内装体５と夏用冷感内装体６から成るので、冬
用温感内装体５と夏用冷感内装体６とを交換することにより１年を通じて用いることがで
きる。
【００１５】
　また、長靴本体１のつま先先端部７の最大高さ寸法Ｈ１を、長靴本体１の前後中間部Ｍ
の最小高さ寸法Ｈ０の 1.2倍以上 1.5倍以下に設定し、かつ、つま先先端部７の最大幅寸
法Ｗ１を、長靴本体１の前後中間部Ｍの最小幅寸法Ｗ０の 1.2倍以上 2.0倍以下に設定し
、つま先先端部７の内部空間８を膨出状としたので、内装体４を適切に配設することがで
きる。言い換えると、内装体４の厚さを適切に設定することができる。即ち、冬用温感内
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装体５の厚さを十分な保温性を有するほど厚くすることができるとともに、夏用冷感内装
体６の厚さを十分な通気性を有するほど厚くすることができる。
【符号の説明】
【００１６】
　１　長靴本体
　２　ソール壁部
　３　つま先被覆部
　４　内装体
　５　冬用温感内装体
　６　夏用冷感内装体
　７　つま先先端部
　８　内部空間
　Ｈ０　最大高さ寸法
　Ｈ１　最小高さ寸法
　Ｍ　前後中間部
　Ｗ０　最大幅寸法
　Ｗ１　最小幅寸法

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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